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おわりに

は じめに

陳寿 『三国志』の典拠の一つと考えられる王沈 『i魏書』に関しては,拙稿 「王

沈 『魏書』研究」(以下,「拙稿1」 と略す)(r創 価大学大学院紀要』第20集1999

年)・「敦焼文献所見王沈 『魏書』について」(以下,「拙稿2」 と略す)(『シルクロー

ド研究』22000年)を 含めてい くつかの先行研究がある1)が,広 範囲の史

書や類書から王沈 『魏書』侠文を収拾 して分析する基礎的研究は拙稿以外に

存在 しなかった。

筆者は修士論文 「『三國志』研究一王沈 『魏書』を通して一」(1998年)に

おいて 「王沈 『魏書』{失文集成」(以下,r集 成』と略す)(1998年 私家版)を 作



(176)

成して以来,王 沈 『魏書』秩文を集める作業を続けて きた。本論文では,新

たに収拾 した 『太平簑宇記』 に引用された王沈 『魏書』 と思われる侠文につ

いて検討 し,こ れらから読み取れる王沈 『魏書』の特徴や性格 について考察

してみたい2)。 その際,さ らに完本 とされるものが存在 しているうえに内容

が類似するであろう 『魏志』(r三国志』魏書),そ してと同時代の史書であり,

完本が残っていない魚察 『魏略』,書 名が類似 している魏収 『魏書』の文章

を収拾 し,こ れら三書の文章が 『太平簑宇記』においてどのように引用 され

ているかを分析 して,王 沈 『魏書』侠文の分析にも活用していきたい。

北宋の楽史(930年 ～1007年)が まとめた 『太平簑宇記』が唐宋の地理に関

する書籍として有益であるのみならず,多 くの侠書の侠文を含んでいるは夙

に知られているところであろう。「太平簑宇記』に含まれた侠書記事に関す

る先行研究 としては,榎本淳一 〔著〕「『太平簑宇記』の日本記事について」(以

下,「榎本氏前掲論文」と略す)(『工学院大学共通課程研究論叢』341996年,の ち

榎本淳一 〔著〕『唐王朝と古代日本』(吉川弘文館2008年)所 収)が 挙げられる。

榎本氏は典拠が明示されていない 『太平簑宇記』巻一七四 ・四夷三 ・倭国条

の史料的価値について考察されているが,本 論文においても榎本氏の研究成

果を参照 させていただきながら,分 析を進めていきたい。

1:『 太平簑宇記』所引 『魏志』(『三国志』魏書)・ 『魏略』・魏収 『魏

書』 にっいて

①:『 太平簑宇記』所引 『魏志』(『三国志』魏書)に ついて

『太平簑宇記』に引用された魏収 『魏書』・『魏志』(『三国志』魏書)・『魏略』

の文章についてまとめたものが,〔 表1〕 ～ 〔表3〕 である3)。 この表 をも

とに,『太平簑宇記』に引用 された上記の三書の文章について分析をしてみ

たい。

〔表1〕 「『太平簑宇記』所引 『三國志』i魏書について」を見てみると,ま

ず 『三国志』魏書(以 下,基 本的にr魏 志』と表記する)の 原文そのままで引用
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されている文章がないということを指摘できる。その上で,『魏志』 もしく

は 『三国志』 として引用された 『魏志』 と思われる44条(1条 は 『魏國志』と

される)の 文章のうち27条 において,内 容は通行本 『魏志』(通行本としては

主に中華書局版標点本(中 華書局1959年)を 用い,盧 弼 〔撰〕『三國志集解』(北京

古籍出版社1957年)や 百柄本を参照した)と ほぼ同じである(場 合によっては原

文とほとんど同じものもある)が 文字の異同や文章の省略があ り,場 合によっ

ては本来その箇所に存在 しない語句の挿入や書 き換 えがなされていることが

わかる4)。 さらに,通 行本 『魏志』原文の形式 とは全 く異なっているが内容

としては類似 しているものが6条 ある5)。 たとえば,『太平簑宇記』巻十九

河南道齊州長清縣 ・慶荏城所引 『魏志』では

又 『魏志』,黄 龍見干此荏,即 漢之荏縣也。

とあるが,『三国志』巻三明帝紀を見ると,

景初元年春正月壬辰,山 荏縣言黄龍見。

となっている。

さらに,通 行本 『魏志』本文には全 く存在 しない文章が8条 ある。以下に

全てを挙げてお く。

〔表1〕19:『 太平簑宇記』巻三十一關西道耀州雲陽縣所引 『魏志』

『i魏志』日:「司馬宣王撫慰關中,罷 縣,置 撫夷護軍,及 趙王倫鎭長安,

復罷護軍。後域禿反,又 立護軍,劉 、石、符、挑因之。」6)

〔表1〕24:『 太平簑宇記』巻六十五河北道槍州南皮縣 ・嚥友壷所引 『魏志』

『魏志』云:「文帝爲五官中郎將,與 呉質重遊南皮,築 此壼醸友,故 名焉。」

この文章については,『三国志』巻二十一王粂傳斐注所引 『魏略』 に

『魏略』日:與 質書日:「……毎念昔 日南皮之游,誠 不可忘。……」

とあるが,大 半は存在 しない。
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〔表1〕32:『 太平簑宇記』巻一百二十四准南道和州含山縣 ・魏武帝祠所引 『魏

志』

按 『魏志』:建安十八年,「曹操侵呉,模 船東涯巣湖,將 逼歴陽 至濡須ロ,

登東關以望江山。」

〔表1〕34:『 太平簑宇記』巻一百二十五准南道箭州懐寧縣 ・呉破堰所引 『魏志』

(又云～)

又云:「 呂蒙難石通水,注 稻三百絵頃。」

〔表1〕36:『 太平簑宇記』巻一百二十五潅南道詩州懐寧縣 ・呉阪祠所引 『魏志』

(又云～)

又云:「呂蒙繋石通水,注 稻三百絵頃,功 利及人。」

〔表1〕38:『 太平簑宇記』巻一百二十九潅南道壽州安豊縣 ・慶小史域所引 『魏

志』

『魏志』:「武帝東征孫権,從 東漕口至江際各爲柵。」

〔表1〕40:『 太平簑宇記』巻一百三十二潅南道信陽軍所引 『魏志』

『魏志』:「文帝分南陽立義陽郡,居 安昌城,領 安昌、平林、平氏、義陽、

平春五縣。」

〔表1〕41:『 太平簑宇記』巻一百三十二准南道信陽縣所引 『魏志』

『魏志』云:「 文帝黄初中分平氏立義陽縣,」(後略)。

加えて通行本 『i魏志』斐松之注(以 下,表 も含めて全て 「斐注」と略す)に 引

用された書籍の文章を 『魏志』 として引用 しているものとして以下の1条 が

ある。

〔表1〕12:『 太平簑宇記』巻十六河南道酒州臨准縣 ・馬給事祠所引 「魏志』
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按 『魏志』 云=「 名鉤,字 徳衡。魏 明帝時官至 給事中,有 伎巧 之妙,造

指南車,韓 注 百戯。」

これは 『三国志』巻二十九杜憂傳斐注所引傅玄序に

傅玄序之日:「馬先生,天 下之名巧也,少 而游豫,不 自知其爲巧也。……

先生爲給事中,與 常侍高堂隆、饒騎將軍秦朗孚論於朝,言 及指南車,二

子謂古無指南車,記 言之虚也。先生日:『古有之,未 之思耳,夫 何遠之有1』

二子晒之日:『先生名鉤字徳衡 鉤者器之模,而 衡者所以定物之輕重;

輕重無準而莫不模哉!』 先生日:『虚孚空言,不 如試之易数也。』於是二

子遂以白明帝,詔 先生作之,而 指南車成。……其後人有上百戯者,能 設

而不能動也。

とあるものをまとめたもの と思われる。

加えて,次 のような文章もある。

〔表1〕25:『 太平簑宇記』巻六十五河北道槍州南皮縣 ・醸友毫所引 『魏志』

『魏志』=文 帝與元城令呉質書云:「憶昔南皮之遊,誠 不可忘。馳聰北場,

旅食南館,浮 甘瓜干清泉,沈 朱李干寒泳。……」

これは 『三国志』巻二十一王粂傳附本文の 「文帝書與元城令呉質日」と同傳

斐注所引 『i魏略』の

『魏略』 日:… …及河北平定五官將爲世子,質 與劉槙等並在坐席。槙坐

讃之際 質出爲朝歌長,後 遷元城令。其後大軍西征,太 子南在孟津小城,

與質書日:「……毎念昔 日南皮之游,誠 不可忘。既妙思六経,適 遙百氏,

弾棋闘設,終 以博奔,高 談娯心,哀 箏順耳。馳驚北場,旅 食南館,浮 甘

瓜於清泉,沈 朱李於寒水。……」

とある文章をあるいは省略 し,あ るいは語句を挿入 しつつ混ぜて引用 したも

のと思われる。
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また,『 太平簑宇記』巻三十關西道鳳翔府賓難縣所引 『三国志』の以下の

文章にも注意が必要である。

〔表1〕18:『 太平簑宇記』巻三十關西道鳳翔府寳難縣所引 『三國志』

『三國志』云:「在魏爲重鎮,太 和二年,蜀 將諸葛孔明攻園,都 昭守之,

不抜。」

これについては,『三国志』巻三明帝紀本文に

十二月,諸 葛亮園陳倉,曹 真遣將軍費曜等拒之。

とあり,そ の斐注に引用された 『魏略』には

『魏略』日:先 是,使 將軍都昭築陳倉城;會 亮至,園 昭,不 能抜。

とあることからすると,こ の 『三国志』のものとされる文章は,『魏志』巻

三明帝紀本文と同斐注所引 『魏略』の文章が混ざっていると思われる。

②:『 太平簑宇記』所 引 『魏 略』 につ いて

『魏略』 については,所 謂 『魏志』倭人伝 との関連 もあって先行研究が豊

富である7)が,こ こではこれまで知 られている侠文との比較を試みたいと思

う。

〔表2〕 「『太平簑宇記』所引 『魏略』について」を見てみると,『魏略』 と

される文章が12条 あり,そ のうち 『三国志』斐注所引 『魏略』と同様の文

章を省略 したと思われるものが3条8),『 三国志』巻三十斐注所引 『魏略』

の内容を踏まえてまとめたものが3条9),『 三国志』巻一蓑注所引 『魏書』・『魏

武故事』や 『太平御覧』巻一五九所引 『魏略』と類似 している者が1条lo),『 三

国志』斐注(当 然本文にも)に は存在 しない文章が4条ll),『 三国志』斐注に

は存在 しないが本文には存在する文章が1条 ある12)。

『三国志』装注(当 然本文にも)に は存在 しない文章は以下の通りである。

〔表2〕2:『 太平簑宇記』巻三河南道河南府洛陽縣 ・夏門所引 『魏略』

『魏略』云:「董卓焼南北二宮。魏武帝更子夏門内立北宮,至 明帝又造三
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層 模,高 十丈」。

この文章については,張 鵬一 〔輯〕『魏略輯本』13)に もない14)。他の類書な

どとの詳細な比較が必要であるが,注 意が必要な侠文である。

〔表2〕3:『 太平簑宇記』巻七河南道許州許昌縣所引 『i魏略』

又 『魏略』云:「後漢建安元年,魏 太祖迎獄帝都干許。」

これ につ い ては,同 文が 『太平 御覧』 巻 一五 九 に もあ り,『 魏 略輯 本』 巻

一1b(以 下
,表 も含めて全て,第 一葉の表を 「1a」,第 一葉の裏を 「1b」 など

と略称することとする)に も採録 されてい るが,こ れ らで は 「子」が 「於」となっ

ている。

〔表2〕6:『 太平簑宇記』巻二十八關西道同州所引 『魏略』

又按 『魏略』云 「建安初分薦翔爲右内史,高 陵東爲左内史」是也。

この文章についても,『魏略輯本』 にない。他の類書などとの詳細な比較が

必要であるが,注 意が必要な秩文である。

〔表2〕9:『 太平簑宇記』巻一百七十四・四夷三 ・東夷三・倭國条所引 『魏略』

又按 『魏署』云:「倭人自謂泰伯之後」,未詳其由。

この侠文については,榎 本氏前掲論文などでも言及 されている。同様の一文

が 『魏略輯本』巻二十一5aに もあ り,『通典』巻一百八十五邊防一倭条注

所引 『魏略』や 『翰苑』倭条註引 『魏略』にもあるが,『i魏略輯本』や 『通典』

では 「泰伯」が 「太伯」となっている。

その他,注 意を要する文章として 『太平簑宇記』巻一百八十一 ・四夷十 ・
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西戎二 ・疎勒國 ・渉車故城所引 『魏略』が挙げられる。

『魏略』西域傳:「 渉車國今井疎勒。」

この侠文では 『魏略』西域傳とあるが,『三国志』斐注などを見ると 『魏略』

にあるのは西戎傳である。おそらくは 「西戎傳」が正しいのであろう。

③:『 太平 簑宇記』所引魏収 『魏書』 について

〔表3〕 「『太平簑宇記』所引魏収 『魏書』について」を見てみると,ま ず

魏収 『魏書』ではなく 『後魏書』 として引用されていることが多いことが指

摘できる。さらに,『魏志』と同様に,『後魏書』や 『魏書』・『魏地形志』な

どとして引用 されている魏収 『魏書』において,原 文そのままで引用されて

いる文章はほとんどないことが指摘できる15)。

『後魏書』や 『魏書』として引用されている魏収 『魏書』侠文・51条のうち,

内容は通行本魏収 『魏書』 とほぼ同じである(原 文とほとんど同じものもある)

が文字の異同や文章の省略があ り,場 合 によっては本来その箇所に存在 しな

い語句の挿入や書 き換えがなされているもの として39条 挙げられる16)。

さらに通行本魏収 『魏書』 に存在 しない文章 も11条 挙げられるが,以 下

に列挙しておく。

〔表3〕6:『 太平簑宇記』巻十五河南道徐州彰城縣 ・呂布城所引 『魏地形志』

按 『魏地形志』:「呂布 自下郵與曹操相持築城干此。」

〔表3〕13=『 太平簑宇記』巻十九河南道齊州禺城縣・高唐亭城所引 『魏地理志』

按 『魏地理志』禺城有高唐亭,在 縣南。

〔表3〕19:『 太平簑宇記』巻二十八關西道同州所引 『後i魏書』

按 『後魏書』云:「孝明帝分華山郡置武郷郡。」

〔表3〕21:『 太平簑宇記』巻二十九關西道華州所引 『後i魏書』
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按 『後魏書』云:「太平真君元年置華山郡又置武郷郡。孝昌二年又改爲

東雍州,傍 領華山郡,以 西有雍州,故 日東雍。」

〔表3〕22:『 太平簑宇記』巻三十一關西道耀州三原縣・永安故城所引 『後魏書』

又按 『後魏書』:「毛遽,洪 賓兄也,亦 有功干魏。故粛宗詔日改三原縣爲

建忠郡,以 旋其兄弟功也。」

〔表3〕23:『 太平簑宇記』巻三十三關西道慶州所引 『後魏書』

故 『後魏書』云:「大統十一年置爲朔州。」

〔表3〕27:『 太平簑宇記』巻四十一河東道扮州孝義縣 ・六壁府所引 『後魏書』

『後i魏書』云:「太平真君五年討胡賊干六壁」,即此城也。

〔表3〕32:『 太平簑宇記』巻五十一河東道朔州都陽縣 ・元姫山所引 『後魏書』

『後魏書』云:「道武侍人姓李,善 謳謁,死 葬此山,魏 主思之,樂 府爲之曲。」

〔表3〕33:『 太平簑宇記』巻五十五河北道相州所引 『後魏(書)』

按 『後魏(書)』:孝 文帝太和十八年,卜 遷都,経 都都,登 銅雀壼,御 史

崔光封日:「都城平原千里,運 漕四通,有 西門、史起奮跡,可 以饒富,

在徳不在険,請 都之。」帝日:「卿知其一,未 知其二。鄭城非長久之地,

石虎傾子前,慕 容滅干後 國富主奢,暴 成速敗。且西有柾人山,東 有列

人縣,北 有柏人,君 子不飲盗泉,悪 其名也。」遂止。

この文章については,『太平御覧』巻一五六 ・一六一所引 『後魏書』にも存

在する。

〔表3〕34:『 太平簑宇記』巻五十五河北道相州安陽縣 ・南毫所引 『後魏書』

『後魏書』云:「 東魏遷鄭,高 丞相以南壼爲定國寺,作 簿浮圖極高,其 銘



(184)

即温子昇文。」

〔表3〕35:『 太平簑宇記』巻五十六河北道衛州汲縣 ・老子祠所引 『後魏書』

『後魏書』云:「鎮西將軍廉侯事道干汲縣置,立 堂宇,鋳 石爲老子像而祠

祀之。」

ここまでの分析を踏まえると,『太平簑宇記』による 『魏志』・『魏略』・魏

収 『魏書』の引用について,次 のようなことを指摘することができる。

まず,こ れ らの書籍か ら引用する際に原文のままであることは極めて少な

く,文 字の異同や文章の省略 さらに語句の挿入がなされている場合がまま

ある。

さらに,『魏志』 として引用しなが らも,斐 注の文章が加えられていると

見られることから,楽 史が参照した版本に何かしらの注がついていた場合に

混入 しているという可能性 にも注意が必要である。

また,『魏志』・魏収 『魏書』として引用 しているにも関わらず,通行本の 『三

国志』・魏収 『魏書』にないものも多 く,も ともと存在 していた文章が通行

本では欠落 しているという可能性や他の書物の文章が混入 している可能性 も

考えなければならないだろう。

他の書籍の文章の混入の可能性については実際に楽史が原典にあたってま

とめたのか,そ れとも何かしらの書籍に引用 されたものの孫引きによるかに

よっても異なって くるであろうが,榎 本前掲論文で 『太平簑宇記』倭國条に

おいては 『通典』巻一八五 ・邊防一倭条の記述に大きく依拠していることを

指摘されていることか らすると,『魏志』・『魏略』・魏収 『魏書』に限らず,『太

平簑宇記』に引用された書籍の文章を扱うに当たっても当然注意すべきであ

ろう。17)
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2:『 太平蓑宇記』所引王沈 『魏書』 につ いて

さて,ここまで述べてきたことに留意しながら,『太平簑宇記』所引王沈 『魏

書』侠文とおもわれるものの分析をしてい きたい。

筆者が収拾 した王沈 『魏書』 と思われる文章は13条 ある(〔表4〕rr太 平簑

宇記』所引王沈 『魏書』について」参照)。全て列挙して検討していきたい。

〔表4〕1:巻 一河南道東京上 ・開封府封丘縣

程徴君墓,在 縣南四里。『魏書』:「程仲字孔禮,陳 留封丘人,有 志行。
ママ

明帝青龍三年徴不就;景 初二年、正始五年徴又不就。晋武帝太始二年卒,

封元郷亭侯。

現時点での 『集成』や 『三国志』 をはじめとする正史(二 十五史),『八家

後漢書輯注』,『九家a書 輯本』,『後漢紀校注』には程仲は出てこない。また,

『三国志』 に登場する程氏の人物で,宋 代の開封府にあたる陳留などの出身

者はいない。これは今まで未知であった魏晋交替期の隠逸の士に関する史料

である可能性が高い。

〔表4〕2:巻 一 河南道東京上 ・開封府陳留縣

陳留縣 ・… 『i魏書』謂 「四載之地 」,是 也。

現時点での 『集成』にこのような文章は存在 しない。ちなみに,陳留を 「四

戦之地」としている 『三国志』の文章 としては,『三国志』巻二十四高柔傳の

高柔字文恵,陳 留園人也。……柔留郷里,謂 邑中日:「今者英雄並起,

陳留四戦之地也。(後略)。」

が挙げられる18)。この文章は王沈 『魏書』侠文である可能性 とともに 『三国

志』魏書からの文章である可能性 も否定で きない。ただ,『三国志』魏書が
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王沈 『魏書』を典拠の一つ としている以上,見 分けることは極めて難しいで

あろう。現時点では王沈 『魏書』侠文であると考えてお く。

〔表4〕3:巻 三河南道西京一 ・河南府河南縣

濠氾池 『魏書』云:「明帝干宮西馨濠氾池,以 通御溝,

爲名。」

義取日入濠氾以

現時点での 『集成』にこのような文章は存在 しない。 『三国志』 をは じめ

とする正史(二 十五史)で 濠氾池について言及されているのは,魏 収 『魏書』

巻一百一十四釈老志の以下の文章である(r八 家後漢書輯注』,r九家奮晋書輯本』,

『後漢紀校注』にも記録がない)。

魏明帝曾欲壌宮西佛圖。外國沙門乃金盤盛水,置 於殿前,以 佛舎利投之

於水,乃 有五色光起,於 是帝歎日:「自非霊異,安 得爾乎?」 遂徒於道東,

爲作周閣百間。佛圖故庭,墾 爲濠氾池,種 芙蓉於中。

比較すると下線部の箇所が共通する部分 と言えなくもない。ただ,全 体を見

ると散侠していないとされる現行 『魏書』釈老志と異なっている部分が多 く,

この侠文が王沈 『魏書』の文章である可能性がある。

とはいえ,楊 街之 〔著〕萢祥雍 〔校注〕『洛陽伽藍記校注』(古典文学出版社

1958年)巻 一所引 『元河南志』二魏城閾宮殿古蹟には

明帝於宮西繋池以通御溝,義 取日入濠氾爲名。

とあり,元 代には王沈 『魏書』の完本が残っていたとは考えにくいことから,

魏収 『魏書』の侠文である可能性 も否定 しきれないことに留意 しなければな

らないだろう19)。

〔表4〕4:巻 九河南道鄭州管城縣

牽渠:『魏書』:「牽招字子経,爲 廣武太守。郡中井多戯苦, 人遠取汲,
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往返七里。招乃望勢 墾原開渠,注 入城中,人 頼之,號 日牽渠。」

現時点での 『集成』にこのような文章は存在 しない。『三國志』巻二十六

牽招傳を見ると,

牽招字子経,… …郡所治廣武,井 水餓苦,民 皆憺螢遠汲流水,往 返七里。

招準望地勢 因山陵之宜,墾 原開渠,注 水城内,民 頼其盆。

とあ り,『三国志』本文に 「牽渠」 という名がないだけで,内 容は非常によ

く似ている。2な どの文章と同様に,こ の文章は王沈 『魏書』侠文である可

能性 とともに 『魏志』からの文章である可能性も否定できない。ただ,『魏志』

が王沈 『魏書』 を典拠の一つとしている以上,見 分けることは極めて難 しい

であろう。現時点では王沈 『魏書』侠文であると考えてお く。

なお,先 に引用 した 『三国志』巻二十六牽招傳で 「民」とある箇所がこの

秩文では 「人」 となっているが,こ れは唐代の避誰(「李世民」)と考えられる。

以上のようなことからすると,こ の侠文は 『魏書』か ら唐代の類書などに引

用 されたものを樂史が 『太平簑宇記』に孫引きしたものと思われる。

〔表4〕5:巻 十一河南道頴州沈丘縣

沈丘縣…… 『i魏書』云:「王凌欲興兵討司馬宣王,宣 王畳,自 往襲凌。

凌敗,催 面縛叩頭。」

『水経注』巻二十二頴水には

『魏書』郡國志日=宣 王軍次邸頭,王 凌面縛水次,故 號武邸　。

とあって,す でに 『集成』には部分的に採録 していることになる。『三國志』

巻二十入王淺傳を見ると,

凌就遷爲司空。司馬宣王既諌曹爽,進 凌爲太尉,假 節鐡。凌、愚密協計,

謂齊王不任天位,楚 王彪長而才,欲 迎立彪都許昌。……三年春,呉 賊塞

徐水。凌欲因此獲,大 嚴諸軍,表 求討賊;詔 報不聴。凌陰謀滋甚,遣 將
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軍楊弘以慶立事告亮州刺史黄華,華 、弘連名以白太傅司馬宣王。宣王將

中軍乗水道討凌,先 下赦赦凌罪,又 將尚書廣東,使 爲書喩凌,大 軍掩至

百尺逼凌。凌自知勢窮,乃 乗船軍出迎宣王,遣 橡王或謝罪,送 印綬、節銭。

軍到丘頭,凌 面縛水次。

とあり,類 似している。2・4な どの文章 と同様に,こ の文章は王沈 『魏書』

侠文である可能性 とともに 『魏志』からの文章である可能性 も否定できない。

『魏志』が王沈 『魏書』を典拠の一つ としている以上,見 分けることは極め

て難しいが,『水経注』巻二十二の侠文からすると,王 沈 『魏書』供文 と考

えてまず間違いないであろう。

〔表4〕6:巻 十二河南道宋州虞城縣

己吾城…… 『魏書』:「曹公初起兵干己吾。」

『三國志』巻十二飽助傳斐注所引 『魏書』に

『魏書』日:… …是歳,太 祖始起兵於己吾,信 與弟鱈以兵慮太祖。

とあ り,す でに 『集成』に採録している文章である。

曹操に対する呼称が 「曹公」・「太祖」というように異なっているが,陳寿 『三

国志』巻一武帝紀で見てみると,建 安元年九月の曹操の大将軍就任以後に呼

称が 「太祖」から「公」となってお り,建安二十一年五月の魏王就任以後に「王」

と呼ばれている。斐注所引王沈 『魏書』と対比すると,建 安元年九月以降の

引用では 「公」と称され,建 安二十二年十月以後は 「王」と称されている。

これについては,王 沈がこのような書 き方をしていて陳寿や斐松之がそれを

踏襲 したという可能性 と,装 松之が陳寿 『三国志』の本文に合わせて改称 し

た可能性が考えられるが 判然としない2ω。

〔表4〕7:巻 十二河南道毫州誰縣
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誰 郡城 ・・ 『魏書』:「文帝生干誰,上 有青雲如車蓋,終 日。」

『三国志』巻二文帝紀斐注所引 『魏書』に

『魏書』日:帝 生時,有 雲氣青色而園如車蓋當其上,終 日,望 氣者以爲

至貴之p,非 人臣之氣。

とあ り,す でに 『集成』に採録 している文章である。語句が微妙に異なるが,

先に確認 した 『太平簑宇記』の性格か らすると,同 じ文章 と判断 しても問題

ないかと思われる。

〔表4〕8:巻 五十四河北道魏州元城縣

元城縣・…又 『魏書』:「呉質爲元城令,文 帝柾節騎。」即謂此邑。

現時点での 『集成』にこのような文章は存在 しない。『三国志』巻二十一

襲注所引 『魏略』に

『魏略』日:質 字季重,… …槙坐謎之際,質 出爲朝歌長,後 遷元城令。

とあることか らすると,こ の侠文の 『魏書』が 『魏略』の誤 りである可能性

は否定 しきれないが,そ のことを証明する積極的な典拠 もないので,こ の文

章も王沈 『魏書』の侠文の一つであると考えておく。

〔表4〕9:巻 六十五河北道槍州南皮縣

南皮縣…… 『魏書』云:「 文帝爲五官中郎將,射 雑干南皮」,皆此地也。

この文章は,文 海本では 『魏志』 となっている。しかし,通 行本 『三国志』

を見ると,巻 一武帝紀にある

十六年春正月,天 子命公世子　爲五官中郎將,置 官屡,爲 丞相副。

という文章以外に共通するものはない。さらに 『三国志』巻一武帝紀斐注所
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引 『魏書』には

『魏書』日:… …嘗干南皮一日射雑獲六十三頭。(後略)

とあることから,こ の侠文が 『魏志』本文に斐注所引王沈 『魏書』が混入し

たものか,王 沈 『魏書』のものと考えられる21)。以上のように考えれば す

でに 『集成』には部分的に採録していることになる。

〔表4〕10:巻 七十一河北道檀州

檀州……又 『魏書』日:「曹公越北塞 歴白檀,破 烏丸於柳城。」

現時点での 『集成』 にこのような文章は存在 しない。『三国志』巻一武帝

紀を見ると,

將北征三郡烏丸,諸 將皆日:「衷尚,亡 虜耳,夷 秋貧而無親 量能爲尚用?

今深入征之,劉 備必説劉表以襲許。萬一爲攣,事 不可悔。」惟郭嘉策表

必不能任備,勧 公行。夏五用,至 無終。秋七月,大 水,傍 海道不通,田

疇請爲郷導,公 從之。引軍出盧龍塞,塞 外道絶不通,乃 錘山埋谷五百鯨里,

経白檀,歴 平岡,渉 鮮卑庭,東 指柳城。未至二百里,虜 乃知之。尚、煕

與賜頓、遼西軍干縷班、右北平輩干能臣抵之等將敷萬騎逆軍。八月,登

白狼山,卒 與虜遇,衆 甚盛。公車重在後,被 甲者少,左 右皆催。公登高,

望虜陣不整 乃縦兵撃之,使 張遼爲先鋒,虜 衆大崩,斬 賜頓及名王已下,

胡、漢降者二十絵萬口。遼東軍干速僕丸及遼西、北平諸豪,棄 其種人,

與尚、煕奔遼東,衆 尚有敷千騎。

とあり,内 容が類似 している。2・4・5な どの文章 と同様に,こ の文章は

王沈 『魏書』侠文である可能性 とともに 『魏志』からの文章である可能性 も

否定できない。ただ,『三国志』魏書が王沈 『魏書』を典拠の一つ としてい

る以上,見 分けることは極めて難しいであろう。現時点では王沈 『魏書』侠

文であると考えてお く。
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〔表4〕11:巻 一百二十五潅南道餅州太湖縣

慶青城縣……按 『魏書』:「武帝遣将軍曹仁修築。至黄初元年慶。」

現時点での『集成』にこのような文章は存在 しない。また,通行本 『三国志』・

魏牧 『魏書』を含む正史(二+五 史)に もこのような文章は存在 しない。現時

点では王沈 『魏書』侠文であると考えてお く。

〔表4〕12:巻 一百二十六潅南道盧州

盧州……三國時屡魏爲重鎭。故 『魏書』云:建 安二十年,「張遼屯合肥。

呉主孫権率十萬衆攻園,遼 以八百人破之。至青龍元年,満 寵爲揚州都督

諸軍,鎭 干此,上 表請干合肥城西北三十里立新城,寵 表云:『 合肥城南

臨江湖,北 遠壽春,賊 攻園之,得 擦水爲勢;官 兵救之,當 先破賊大輩,

然後園乃得解。賊往甚易,兵 救之難 今城西三十里有奇険可依,宜 立城

以固守,此 爲引賊平地而椅其蹄路。又未至賊而移城,此 所謂形而誘之。

引賊遠水,揮 利而動也。』遂報聴。其年,孫 権自出,欲 園此城,以 其遠水,

積二十日不敢下船。乃上岸耀兵,寵 遣歩騎六千,伏 肥池陰虞,卒 起撃之,

斬首及有赴水死者。明年,孫 権自將十萬,至 合肥新城,無 功引退。」

現時点での 『集成』にこのような文章は存在 しない。『三国志』巻二十六

満寵伝には

青龍元年,寵 上疏日:「合肥城南臨江湖,北 遠壽春,賊 攻園之,得 擦水

爲勢;官 兵救之,當 先破賊大輩,然 後園乃得解。賊往甚易,而 兵往救之

甚難,宜 移城内之兵,其 西三十里,有 奇険可依,更 立城以固守,此 爲引

賊平地而椅其蹄路,於 計爲便。」護軍將軍蒋濟議,以 爲:「既示天下以弱,

且望賊煙火而壊城,此爲未攻而自抜。一至於此,劫略無限,必以潅北爲守。」

帝未許。寵重表日:「孫子言,兵 者,誰 道也。故能而示之以弱不能 驕
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之以利,示 之以囁。此爲形實不必相1,也 。又日 『善動敵者形之』。今賊

未至而移城谷口内,此 所謂形而誘之也。引賊遠水,揮 利而動,畢 得於外,

則福生於内　。」尚書趙沓以寵策爲長,詔 遂報聴。其年,権 自出,欲 園

新城,以 其遠水,積 二十日不敢下船。寵謂諸將日:「椹得吾移城,必 於

其衆中有 自大之言,今 大基來欲要一切之功,錐 不敢至,必 當上岸耀兵以

示有絵。」乃潜遣歩騎六千,伏 肥城隠虚以待之。権果上岸耀兵,寵 伏軍

卒起撃之,斬 首敷百,或 有赴水死者。明年,椹 自將號十萬,至 合肥新城。

とあり,『三国志』巻十八張遼伝 にも

太祖既征孫椹還,使 遼與樂進、李典等將七千絵人屯合肥。太祖征張魯,

教與護軍醇悌,署 函邊日 「賊至乃獲」。俄而権率十萬衆園合肥 乃共登教

教 日:「若孫権至者,張 、李將軍出戦;樂 將軍守護軍,勿 得與戦。」諸將

皆疑。遼日;「公遠征在外,比 救至,彼 破我必突。是以教指及其未合逆

撃之,折其盛勢,以 安衆心,然 後可守也。成敗之機,在 此一戦,諸 君何疑?」

李典亦與遼同。於是遼夜募敢從之士,得 八百人,椎 牛饗將士,明 日大載。

平旦,遼 被甲持戟,先 登階陣,殺 数十人,斬 二將,大 呼自名,衝 量入,

至権鷹下。権大驚,衆 不知所為,走 登高家,以 長戟 自守。遼叱権下戦,

権不敢動,望 見遼所將衆少,乃 聚園遼数重。遼左右鷹園,直 前急撃,園 開,

遼將鷹下敷十人得出,籐 衆號呼日:「將軍棄我乎1」 遼復還突園,抜 出

飴衆。権人馬皆披靡,無 敢當者。 自旦載至 日中,呉 人奪氣,還 修守備,

衆心乃安,諸 將成服。椹守合肥十飴 日,城不可抜,乃 引退。遼率諸軍追撃,

幾復獲椹。太祖大肚遼,拝 征東將軍。

とあり,こ れら二つの文章を合わせたような内容となっている。2・4・5・

10な どの文章 と同様に,こ の文章は王沈 『魏書』侠文である可能性とともに

『魏志』からの文章である可能性も否定できない。ただ,『魏志』が王沈 『魏書』

を典拠の一つとしている以上,見 分けることは極めて難しい。現時点では王

沈 『魏書』侠文であると考えておく。
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〔表4〕13:巻 一 百八十 四 ・四夷十三 ・西戎五 ・烏t山 離國

按 『魏書』:其 國一名排持也。

現時点での 『集成』や通行本 『三国志』本文や魏収 『魏書』には存在しな

いが,『後漢書』西域傳には

自皮 山西南経烏耗,[一]渉 懸度,歴 厨賓,六 十鯨 日行至烏t山 離國,

地方数千里,時 改名排持。

とある。また,『三国志』巻三十斐注所引 『魏略』西戎傳を見ると,

『魏略』西戎傳日:… …自是以西,大 宛、安息、條支、烏t。 烏t一 名

排特,此 四國次在西,本 國也,無 増損。前世謬以爲條支在大秦西,今 其

實在東。

とあり,先に見た 『太平簑宇記』の引用の性格からすれば,この供文が 『魏略』

の文章である可能性 も否定しきれないが,王 沈 『魏書』の秩文であることを

否定する積極的は典拠 もないので,と りあえず王沈 『魏書』侠文と考えてお く。

お わりに

『太平簑宇記』所引 『魏志』・『魏略』・魏収 『魏書』について分析 した結果,

『太平簑宇記』に引用された文章は原文のままであることが極めて少なく,

必要な部分だけを引用するために意図的に 「加工」されているものや,書 籍

の注 も本文に組み込んでしまっている場合や全 く異なる書籍の文章である場

合 も存在する。ただ,こ れは楽史によるものか,そ れとも楽史が参照 した類

書などの書籍の時点ですでに発生 していたことなのかははっきりとしない。

以上のことか ら,『太平簑宇記』所引の文章を扱 う際には注意が必要だとい

うことは容易に推測できる。

『太平簑宇記』所引王沈 『魏書』 と思われる文章について,〔表4〕 の6・7・

9は 『三国志』斐注所引 『魏書』 に同様の文章が存在 している(9はr魏 志』

の文章に混入している可能性がある)。また,2・4・5・10・12は 陳寿 『三国志』
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本文に,5は 陳寿 『三国志』本文だけでなく,『水経注』巻二十二所引 『魏書』

郡国志にも類似 している部分がある。8・13に ついては,『三国志』装注所

引 『魏略』 と類似している。現時点では8・13に ついても王沈 『魏書』の侠

文 と考えてお くこととする。

加えて,1・11は 陳寿 『三国志』に存在 しないだけでなく,こ れまで収集

してきた王沈 『魏書』侠文 とも異なっており,注 意が必要である。また,3

について見ると,濠 氾池については魏牧 『魏書』釈老志で取 り上げられてい

るが,こ の侠文には魏牧 『魏書』にはない内容が含まれていることか ら,王

沈 『魏書』侠文である可能性がある。さらに,8も 『三国志』本文や斐注に

ない部分もあるので,注 意が必要である。

このような 『太平簑宇記』所引王沈 『魏書』の侠文から新たに推測できる

王沈 『魏書』の性格としては,ま ず1の 文章か ら,魏 国にとって功績を残し

たとは言えない隠逸の士を取 り上げていたことがわかる。拙稿2で も王沈『魏

書』が陳寿 『三国志』がカバーしていなかった中央政府との関係の希薄な地

方の名士や後漢末の政治的役割が大きくない人物についても記載していたこ

とを指摘 したが,こ の侠文によって筆者の指摘が補強されることになった。

また,同 時代史としてある意味で当然であるが,『三国志』本文や 『魏略』

と内容が似通っている可能性 も考えなおさねばならないだろう。

さらに,3の 文章がもし本当に王沈 『魏書』の侠文であれば,魏 収 『i魏書』

巻一百一十四釈老志 との比較から考えると,王 沈 『魏書』にも仏教に関する

記述があった可能性があるが これについては現時点では 「可能性がある」

と述べるにとどめておきたい。

これか らも王沈 『魏書』に関する侠文を収拾 ・整理 しつつ,そ の性格など

についてさらに詳細に分析 していきたい。

1)王 沈 『魏書』に関する先行研究としては,邦 文では拙稿1・ 拙稿2が,中 文では 「王

慶憲 〔著〕「王沈 《魏書》与烏桓鮮卑」(『内蒙古大学学報(人 文 ・社会科学版)』
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1990年4期),王 柄慶 〔著〕「王況 《魏書》評価一 《三国志》斐注引書雑記」(『泉

州師範学院学報』1999年5期),閻 愛薄 〔著〕「王沈与 《魏書》」(『槍桑』2002年

3期)が 挙げられる。また,編 纂者の一人である傅玄と王沈 『魏書』の関係につい

ては,劉治立 〔著〕「傅玄及其史学」(『史学史研究』1998年2期),李 暁明 〔著〕「傅

玄 《魏書》姦考」(『文献』2007年3期)な どが挙げられる。

2)本 論文で使用 したものは,王 文楚等 〔点校〕『太平簑宇記』(中 華書局 中国古代

地理志叢刊2007年)(本 論文及び表では 「標点本」 と略称する)を もとにし,さ

らに 『宋代地理書四種 太平簑宇記』(文海出版社1962年)(本 論文及び表では 「文

海本」と略称す る),『 景印文淵閣四庫全書』(台 湾商務印書館1986年)史 部

二二七・二二八地理類所収 『太平簑宇記』(本 論文及び表では 「四庫本」と略称する)

も参照 した。

3)本 来ならば,す べての引用文について 『三国志』や魏収 『魏書』,『魏略』供文 と

詳細に比較検討 した結果を載せるべきところであろうが,本 論文では紙幅の都合に

より参照すべ きと筆者が判断したもののみを検討していくこととする。

4)こ の定義に当てはまるものとしては,〔 表1〕 の1～11,15～17,20～22,26

～29
,31,33,35,37,43を 挙 げることができる。

5)こ の定義に当てはまるものとしては,〔表1〕 の13,14,30,39,42,44が 挙 げ

られる。

6)こ の文章の 「及趙王倫」以降については,『魏志』に当てはまらないと思われる。

7)ま ず 『魏略』の侠文を集めたものとして張鵬一 〔輯〕『魏略輯本』(陳 西文献徴収

処 関朧叢書1924年)が 挙げられる。『魏略』を扱った先行研究は数え切れない

ほどあるが,こ こでは 『魏略』についての史料批判的研究の代表的なものとして伊

藤徳男 〔著〕「魏略の制作年代に就いて」(『歴史学研究』4-11935年),江 畑武 〔著〕

「『魏略』の成立年次について一 「晋書限断」論と関連 して一」(村 上四男博士退官

記念論文集編集委員会 〔編〕『村上四男博士和歌山大学退官記念朝鮮史論文集』開

明書院1981年),何 遠 景 〔著〕「魚釜 『典略』『魏略』研究」(西 北大学提出碩士

論文1986年),江 畑 武 〔著〕「再び 『魏略』の成立年次 について一何遠景氏の

二五五年説について一」(『阪南論集』人文 ・自然科学編26-11990年),津 田資

久 〔著〕「『魏略』の基礎的研究」(『史朋』311998年)を 挙げておく。

8)こ の定義に当てはまるものとしては,〔表2〕 の1,7,8が 挙 げられる。

9)こ の定義に当てはまるものとしては,〔表2〕 の10～12が 挙 げられる。

10)こ の定義に当てはまるものとしては,〔表2〕 の5が 挙げられる。

11)こ の定義に当てはまるものとしては,〔表2〕 の2,3,6,9が 挙 げられる。

12)こ の定義に当てはまるものとしては,〔表2〕 の4が 挙げられる。

13)〔表2〕 で挙げた 『魏略』侠文の2と6以 外は全て 『魏略輯本』にも記載されてい

る。

14)津 田資久 〔著〕「『魏略』の基礎的研究」や同論文の表(一)『 魏略』想定篇目を見
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ても,『太平簑宇記』所引 『魏略』侠文は登場 しない。

15)原 文 そのままの文章としては,〔表3〕 の41の 一条が挙げられる。

16)〔 表3〕 の1～5,7～12,14～18,20,24～26,28～31,36～40,42～51

が挙げられる。

17)河 野六郎 〔研究代表〕『三国志に記された東アジアの言語および民族に関する基礎

的研究』(財 団法人東洋文庫 平成2・3・4年 度科学研究費補助金一般研究(B)

研究成果報告書1992年)や 同報告書所収 「御覧 ・魏志対照表」を見ると,『太平

御覧』で 『魏志』 として引用されている文章で も,『魏志』本文に斐注のテキス ト

を加えたものを 『魏志』本文として引用 しているものや襲注のみの文章を 『魏志』

として引用 しているもの,『魏志』以外の書物の記事を 『魏志』 として引用してい

る場合があることが指摘されている。

18)そ の他 『三国志』において 「四職之地」という語句が使われている箇所としては

『三国志』巻七呂布傳附張遡傳の

興平元年,太 祖復征謙,遡 弟超,與 太祖將陳宮,從 事中郎許氾、王楷共謀叛太祖。

宮説遡日:「今雄傑並起,天 下分崩,君 以千里之衆當四載之地(後 略)。」

があり,さ らに巻十筍或傳では頴川が,巻 二十三和沿傳では翼州が 「四戦之地」と

されている。

19)平 岡武夫 〔編〕『唐代の長安と洛陽 資料篇』(『唐代研究のしお り』第6京 都大

学人文科学研究所1956年,同 朋舎出版1985年)も 参照。

20)拙 著 『三国志 正史と小説の狭間』(白 帝社2006年 初版,2009年 第2版)23～

26頁 参照。

21)射 雑 については,『三国志』巻二十五辛砒伝に

嘗從帝射維,帝 日:「射雑樂哉1」 砒日:「於陛下甚樂 而於群下甚苦。」帝黙然,

後遂爲之稀出。

とある。
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〔表1〕 『太平簑宇記』 所引 『三國志』魏書について

番號 巻数 道府縣名 引用書名 該当する紀 ・傳と標点本 「三国志」 頁数 標点本頁数 四庫頁敏 文海本頁敷

1 1 河南道開封府封丘縣
.

r魏志」 巻一武帝紀・10頁 8 9a 7b

z 7 河南道許州臨頴縣 「魏志」 巻二文帝紀・61-2/76頁 130 86-9a 76

3 8 河南道汝州裏城縣 「魏志」 巻三明帝紀・99頁 152 14a llb

4 10 河南道陳州項城縣 「魏志」 巻二十八王凌傳・758頁 187～188 8a 6b

5 io 河南道陳州項域縣 「魏志」 巻十五買逡傳・484頁 iss 9a 徳

6 10 河南道陳州商水縣 「魏志」 巻二十八邸丈傳・775～6頁 lgo 10a-b Sb

7 u 河南道頴州頴上縣 「魏志」 巻二十八諸葛誕傳・ass‐s頁 zio-zu 17a-6 19a-b

8 12 河南道宋州宋城孫 「魏志」 巻一武帝紀・2頁 222 6b Sb

9 12 河南道毫州識縣 「魏志」 巻二文帝紀・58頁 231 17a 14a

io 13 河南道鄙州須城縣 「魏志」 巻十四程是傳・426頁 脚 Sa 4a-b

11 13 河南道邸州東阿縣 「魏志」 巻十四程呈傳・426頁 255 10a Sa

iz 16 河南道酒州臨濫縣 「魏志」 ～ 314 6a-b 56

13 18 河南道離州北海牒 「魏志」 巻二十一王棄傳附・599頁 364 1Sa 15a-b

14 19 河南道齊州長清縣 「魏志」 巻三明帝紀・99頁 393 22a 186

15 23 河南道訴州所水縣 「魏志」 巻一武帝紀・ll頁 482 9a-b 8a

16 27 圃西道雍州武功縣 r魏志」 巻二十五楊阜傳・704頁 麟 96-10a Sa

]7 四 開西道華州下都縣 「魏志」 巻十三華歌傳・401頁 616 6b-7a 6a

is 30 關西道鳳翔府寅難縣 「三國志」 巻三明帝紀及び斐注所引「魏略」・94～5頁 640 lla 9a-b

19 31 爾西道耀州雲陽縣 r魏志」 ～ 脳 7b 6b-7a

w 53 河北道懐州惰(修)武縣 r魏志」 巻二文帝紀・76頁など 1097 9a Sa

zi 56 河北道衛州新郷縣 「魏志」 巻十七干禁傳・523頁 1154 6b 56

zz 60 河北道祁州無極縣 「魏志」 巻五文昭瓢皇后傳・161-2頁 1238 llb 9b

23 62 河北道定州蒲陰縣 「魏志」后妃傳 巻五明悼毛皇后簿・168頁 1271 6a 5b

24 65 河北道槍州南皮縣 r魏志」 ～ 1330 96 8a

u 65 河北道槍州南皮縣 「魏志」 巻二十一王漿傅及び斐注所引「魏略」・602/607～8頁 1330-1 10a 86

w 69 河北道幽州武清縣 「魏志」 巻十七張部傳・525頁 1402 llb 9b

27 70 河北道平州虞龍縣 r魏志」 巻十一田嗜簿・342頁 1420 13a-b llb

28 71 河北道管州柳城縣 「魏志」 巻一武帝紀・29頁 1433 9a 86

29 75 劔南西道蜀州膏原(源)縣 「魏志1 巻八張魯働263頁 1528-9 9a'b 馳

30 84 劒南東道劒州陰平縣 「三國志」 巻二十八邸芙傅/鍾倉傳・779/789頁 1675 46 4a

31 84 劒南東道龍州 r魏志」 巻二十八那父傳・779頁 1681 IOa-b Sb

32 124 准南道和州含山縣 「魏志」 巻一武帝紀・37頁(?) 2459 Sa-b 7a

33 125 涯南道許州淡寧縣 r魏志」 巻十五劉酸傅・463頁 2476 6a Sa

34 125 池南道箭州懐寧縣 又云 7 2476 6a Sa

35 125 涯南道箭州穰寧縣 r魏志」 巻十五劉憩傳・463頁 2476 7a 56

36 125 准南道箭州懐寧縣 又云 ～ 2176 7a 56

37 125 瀧南道紆州懐寧縣 r魏志」 巻十八減覇傳・538頁 2477 7b 6a-b

38 129 濫南道静州安豊縣 「魏志」 2 2549 106 Sb

39 131 潅南道漢陽軍 「三國志」 巻十八文聰傳・539-40頁(?) 翻 Sa-b 4b

40 132 准南道信陽軍 「魏志」 2 2599 10a Sa

41 132 濫南道信陽軍信陽縣 r魏志」 7 2601 12b-13a IOa

42 134 山南西道文州 「三國志」 巻二十八邸丈傳・779頁 zoo 66-7a 5b

43 141 山m西 道金州 「三國志」 巻一武帝紀・45頁 2727 lb la-b

44 146 山南東道荊州 r三國志」 巻二十七王塑傳/巻五十八陸遜傳・748-9頁/1347-8頁 など 2831 2a 2a

〔表1参 考〕
一 86 劔南東道果州 「三國志」 無 1708 la-b la

二 113 江南西道岳州巴陵懸 「三國志1 武帝紀及び裟注所引r山陽公載記ユ・3Q～1頁 zaoo_1 96‐Sa 4b-5a

三 120 江南西道雪州 r蜀志」 無 2393 86 7a

四 132 濫南道信陽軍 r蜀志」 巻四十五楊戯傳1088'9頁 2599 10a Sa

五 133 山南西道興元府 「蜀志」 巻三十二先主傳・8B6～7頁 ㎜ lb Ib

六 133 山南西道興元府南鄭縣 r三國志」 巻三十五諸葛亮傳/巻 三十九馬良簿附馬談傳・922頁/984頁 ?b13 7a 5b

七 144 山南東道郵州長壽縣 「三國志」 巻三十二先主傳・88頂 2800 Sb-9a 7a

八 146 山南東道荊州 「三國志」 巻五十五浴璋傳・1300頁 ㎜ 8a 7a
.

九 148 山南來道臨州 「三國志」 巻四十八孫休傳・1159頁 2877 9b Sb



『太平簑宇記』所引王沈 『魏書』 について(199)

備考

文字の異同や文の省略があるカ～原文とほぼ同じ。

文字の異同(誤 り)や文の省略があるが,原文とほぼ同じ。標点本139頁参照。

文字の異同や文の省略があるが、原文とほぼ同じ。

最初の6字は原文の内容をまとめたもの。その他は文字の異同や文の省略があるが,原文とほぼ同じ。 一

文字の異同や文の挿入・省略があるが 内容は原文とほぼ同じ。

字の異同や文の省略があるが 原文とほぼ同じ。最後の6字 は挿入されたものであろう。

「水経注」の「魏書國志」と類似。文字の異同や文の挿入・省略があるが 内容は原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略があるjlf.原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略・書き換えがあるが,内容は原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略があるが,原文とほほ同じ。

10と同じ内容の引用文を省略したもの。

四庫本などは 「魏國志」。標点本323頁 参照。「三国志」本文ではなく,同巻二十九杜愛傳襲注所引偲玄序にあり,比較すると文字の異同や文の省略があり,

まとめなおしたものと思われる。

原文引用ではなく,文字の挿入(「劇」の字は原文にはない)もあるdi.内容は類似。

原文引用ではないが内容はほぼ同じ。標点本404頁 参照。

文字の異同や文の省略・書き換えがあるが.内容は原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略があるが原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略があるが.原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略があるが.原文(特に「魏略」)とほぼ同じ。

通行本「三国志」やr晋書」には存在しない。

河南出陽の濁鹿妓についてはr三 国志」に記述がない。その他は文字の異同や文の省略があるカ～原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略があるが.原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略があるが 原文とほほ同じ。.

文字の異同や文の省略が多いが,内容は原文とほぼ同じ。

通行本r三国志」本文ではなく洞巻二十一王漿傳裟注所引r魏 略」(608頁)に一部類似しているが,大半は存在しない。

通行本「三国志工本文ではなく,同巻二十一王棄傳裟注所引「魏略」(608頁)にある。比較すると文字の異同や文の省略があるが.内容はほぼ岡じ。

文字の異同や書き換えがあるが,原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略・書き換え・挿入があるが.内容は原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の省略・書き換えがあるが.内容は原文とほぼ同じ。

文字の異同や文の書き換えがあるが.原文とほぼ同じ。

原文引用ではなく.r三国志」邸丈伝などの内容をまとめたもの。

文字の異同や文の省略があるが.内容は原文とほぼ同じ。

通行本「三国志1本 文には類似した内容がほとんどない。

文字の異同や文の省略があるが,原文とほぼ同じ。

通行本「三国志」には存在しない。

文字の異同や文の省略があるが.原文や33の文とほぼ同じ。

通行本「三国志」には存在しない。

文字の異同や文の省略があるが,原文とほぼ同じ。

通行本「三国志4には存在しない。

原文引用ではなく,おそらく文聰傳などをまとめたもの。

通行本r三 国志」には存在しない。ただ,巻三明帝紀には「分嚢陽郡之都葉縣属義陽郡」とある。

通行本「三国志1には存在しない。

原文引用ではなく,「三国志」郎丈伝などの内容をまとめたもの。30と類似。

文の省略があるが原 文とほぼ同じ。

原文引用ではなく.「三国志」の内容から著者が指摘したもの。

通行本「三国志」にはなく,「後漢書」郡國志・益州巴郡注所引謹周r巴記1や 「膏書」地理志梁州にほぼ同じ文がある。

文字の異同や文の省略があるが.原文とほぼ同じ。

通行本r三 国志1には存在しない。

文字の異同や文の省略があるが,原文とほぼ同じ。

文,yの異同や文の省略があるが.内容は原文とほぼ同じ。

諸葛亮傳と馬談傳の文章をまとめたもの。

原文引用ではないが 内容は原文とほぼ同じ。

標点本では「三國」とある。「景里洲」はおそらく「百里洲」。これ以外は原文とほぼ同じ。標点本2852頁 参照。

文の省略・書き換えがあるが 内容は原文とほぼ同じ。
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〔表2〕 『太平簑宇記』所引魚秦 『魏略』 につ いて

番號 巻数 道府縣名 引用書名 推定される紀傳 の名 標点本頁数 四庫頁数 文海本頁敷

1 3 河南道河南府洛陽縣 『魏略』 明帝紀? 52 15b 13b

2 3 河南道河南府洛陽縣 『魏略』 a 56 20b 17a

3 7 河南道許州許昌縣 『魏略』 武帝紀 131 8a 8a

4 7 河南道許州許昌縣 『魏略』 文帝紀 131--2 8b 9a

5 12 河南道毫州鄭縣 『魏暑』 武帝紀 234 12b～13a 17a

6 28 關西道同州 『魏略』 ? 592 lb lb
一

7 30 關西道鳳翔府賓難縣 『魏略』 ? 64-2 12a～b lOb--lla

8 59 河北道邪州平郷縣 『魏暑』 時苗傳? 1219 lla 9b

9 174 四夷・東夷倭 『魏暑』 倭人傳 3328 4b 4a

10 isi 四夷・西戎・疎勒國 『魏略』西域傳 西戎傳 3470.1 12a 12a
一

11 182 四夷・西戎側 賓國 『魏略』 西戎傳 3488 17a 13a

12 185 四夷・西戎・短人國 『魏略』 西戎傳 3549 19a 15a



『太平簑宇記』所引王沈 『魏書』について(201)

備考

『三国志』巻三袈注『魏略』を省略して引用しており、内容は同じ。

『三国志』斐松之注にはない。

『三国志』斐松之注にはない。『太平御覧』巻一五九に『魏略』として引用あり。

『三国志』斐松之注にはない。『三国志』巻五本文にほぼ同じ文章あり。

『太平御覧』巻一五九所引『魏略』、『三国志』巻一斐注所引 『魏書』・『魏武故事』と類似。

『三国志』斐松之注にはない。

『三国志』巻三斐注 『魏略』と比較すると、文字の異同はあるが、内容は同じ。

『三国志垂巻三斐注 『魏略』を省略して引用。標点本では後の「暦末」以降も含むが、おそらく誤り。

『三国志』斐注にはない。同内容の文はr通 典』巻一百八十五邊防一倭の注に引用されたr略 』やP晋 書』

巻九十七倭人傳にある。

『三国志』巻三十斐注『魏略』と比較すると原文引用ではないが、内容は同じ。

『三国志』巻三十斐注『魏略』と比較すると原文引用ではなく、文字の異同があるが、内容は同じ。

『三国志』巻三十斐注『魏略』と比較すると原文引用ではないが、文意は正しい。
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〔表3〕 『太平簑宇記』所 引魏収 『魏書』 について

番號 巻数 道府縣名 引用書名 「魏書」巻数名称・中華書局標点本「魏書」頁数 標点本頁数 四庫頁数 文海本頁歎

1 7 河南道許州陽麗縣 r後魏書」地形志 巻一〇六中・地形志中・鄭州・2528頁 133

.

llh 9b

z 8 河南道汝州 r後魏地形志」 巻一〇六中・地形志中・北荊州・2567頁 142 lb lb

3 12 河南道宋州宋城縣 r後魏地形志」 巻一〇六中・地形志中・合州・2572頁 221 Sa 9b

4 12 河南道宋州寧陵縣 r後魏地形志1 巻一〇六中・地形志中・南売州2593頁 228 13a 106-11a

5 15 河南道徐州彰城縣 r魏地形志」 巻一〇六中・地形志中・徐州・2538頁 299 7a 6a

s 15 河南道徐州彰城縣 r魏地形志」 2 ㎜ 7b 66

7 15 河南道徐州彰城縣 「魏地形志」 巻一〇六中・地形志中・徐州・2538頁 3W 8a 7a

8 15 河南道徐州藤縣 「後魏書」 巻一〇六中・地形志中・徐州・2538頁 zoz lOb 9a

9 16 河南道洒州肝胎縣 「後魏地形志1 巻m六 中・地形志中惟 州・2584頁 319 13a lOb

io 17 河南道宿州符離縣 「魏地形志」 巻m六 中・地形志中・西寛州・2540-1頁 328 4a 3b

u 17 河南道宿州虹縣 「魏地形志」 一〇六中・地形志中・東徐州・2555頁 329 56 46

iz 17 河南道宿州薪縣 「後魏地形志」 巻一〇六中・地形志中・謹州・2565頁 332 Sb 66

13 19 河南道齊州禺城縣 「魏地理志」 ? 糊 17a 14a

14 zi 河南道菟州曲阜縣 「魏地形志1 巻一〇六中・地形志中・亮州・2520頁 438 10a Sb

is zz 河南道海州嵌仁縣 「後魏地形志」 巻一〇六中・地形志中・南青州・2550頁 輔 136-14a 116

16 22 河南道海州懐仁縣 「後魏志」 巻一〇六中・地形志中・海州・2558頁 467 14a 12a

17 zz 河南道海州沐陽縣 「後魏地形志」 巻一〇六中・地形志中・海州・2558頁 螂 16a 13b

18 23 河南道祈州所水縣 「魏地形志」 巻一〇六中・地形志中・甫青州・2549頁 481 Sa 7a

19 28 岡西道同州 「後魏書」 ? 592 lb la

zo 28 圃西道同州白水縣 r魏劃 巻一百六下・地形志下・華州・2626頁 598 9a 7b

zi 29 開西道華州 「後魏香」 ～ 612 ]b-2a lb

22 31 關西道耀州三原縣 「後魏書」 2 663-4 7a 6a-b

23 33 彌西道慶州 「後魏劃 P 706 76 66

24 34 關酉道寧州 「後魏割 地形志 巻一百六下・地形志下・曲州・2627頁 725 Sb Sa-b

25 40 河東道井州陽曲縣 「後魏書1地形志 巷一百六上・地形志上・蹄州・2474頁 saz 9a Sa

26 40 河東道井州慶太原縣 「後魏割 巻一・序紀・8頁? 脇 9a 13a

27 41 河東道沿州孝義縣 r後魏割 ? 868 Sa 96

28 42 河東道析州 「後魏剖 巻一百六上・地形志上・恒州・2497頁 蹴 56 Sa

29 43 河東道音州神山縣 「魏書」 巻一百六上・地形志上・膏州・2477頁 903 10a 8b

30 44 河東道遼州遼山縣 r後魏轡」 巻一百六上・地形志上・弄州・2468頁 924 12b IOb

31 44 河東道遼州撒社縣 r魏地形志」 巻一百六上・地形志上・井州・2468頁 927 146 126

32 51 河東道朔州都陽縣 「後魏書」 ? 1068 10a Sb

33 55 河北道相州 「後魏(書)」 ～ 1134 2a ]b

製 55 河北道相州安陽縣 「後魏s, ? 1136 6a Sa

35 56 河北道衛州汲縣 「後魏書」 ? 1153 Sa 46

36 59 河北道邪州沙河縣 「後魏割 地形志 巻一百六上・地形志上・司州・2459頁 1216 Sa 7a

37 59 河北道邪州南和縣 r後魏地形志1 巻一百六上・地形志上・司州・2A59頁 1217 9a 76

38 81 劔南西道松州 r後魏省」邸至傳 巻一百一禰・郡至傳・2245頁など? 1630 26 2a-b

39 iss 随右道宕州 「後魏省」 巻一百一補・宕昌莞傳・2242頁 2987 9a lOb‐lla

40 181 四夷・西戎・疎勒國 「後魏沓」西域傳 巻一百二補・西域傳・渠蕩國・2264頁 3471 12a 15b

41 181 四夷・西戎・迷密國 「後魏{射西域傳 巻一百二補・西域傳・迷密國・2269頁 3471 12a-b 15b

42 184 四夷.a戎 ・大月氏國 「後魏劃 巻一百二補・西域傳・大月氏國・2275頁 3522 Sa-b lla

43 184 四夷・西戎・小月氏國 「後魏割 巻一百二補・西域傳・小月氏●・2277頁 3523 9a 12a

44 185 四夷・西戎・波斯匪 「後魏書1西域傳 巻一百二補・西域傳・波斯國・2270頁 3551 17a 21a

45 186 四夷・西戎・粟ざ國 「魏書」西域傳 巻一百二補・西域傳・粟ざ國・2270頁 3565 4a 46

46 186 四夷・西戎・吐火羅國 「後魏書」西域傳 巻一百二補・西域傳・吐呼羅國・2277頁 3571～2 IOa 126

47 188 四x西 戎・吐谷渾 「魏書晒域傳 巻一百二補・西域傳・且未國・2262頁 3611 86 106-11a

48 1% 四夷・北狭・宇文莫塊 「魏書」 巻一〇三補・宇文莫擁傳・2304頁 3712 2a 2a

49 199 四夷・北秋・室率 r後魏書」 巻一百・失阜傳・2211頁 3813 4a Sb

50 199 四夷・北秋・室車 r魏割 巻一百・失車簿・2211頁 psis 6b 76

51 200 四夷・北3k・突厭失國 「魏書」北夷傳
.

巻一〇三高車傳 3839

.

3a 3a
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備考

原文引用ではなく.さらに文を省略。

原文引用ではないが 文意としては正しい。

原文引用ではないが,文意は正しい。

原文引用ではなく.文字の異同もあるが,文意は正しい。

原文引用ではなく.さらに文を省略。

現行「魏書」地形志にはない。標点本307頁 に指摘あり。

原文引用ではなく,文字の異同もあるが.文意は正しい。

原文引用ではなく,さらに文を省略。

原文引用ではないが,文意は正しい。

原文引用ではなく,文を省略しており,文字の異同もある。標点本342頁参照。

原文引用ではなく,文を省略しており.文字の異同もある。標点本343頁参照。

原文引用ではなく.文を省略しており,文字の異同が多い。標点本344頁 参照。

四庫本では「魏書1地形志とある。現行「魏書」地形志には該当する文章がない。

原文引用ではなく.さらに文を省略。

原文引用ではないカ～文意は正しい。

原文引用ではなく,文字の異同もあるカ～文意は正しい。

原文引用ではなく.文字の異同もあるが,文意は正しい。

原文引用ではなく.文字の異同もあるが,文意は正しい。

現行魏収「魏書」に該当する文が存在しない。

原文引用ではないが.文意は正しい。

現行魏収「魏書」に該当する文が存在しない。

現行魏収「魏書」に該当する文が存在しない。

現行魏収r魏書」に該当する文が存在しない。

省略や文字の異同があるが,ほぼ原文通り。

原文引用ではないが.文意は正しい。

原文引用ではなく.文字の異同もあるが.文意は正しい。

現行魏収r魏書」に該当する文が存在しない。

原文引用ではなぐ文字の異同もあるが 文意は正しい。

宋本・四庫版では「後魏番」。原文引用ではなく.文字の異同もあるが,文意は正しい。

原文引用ではなく,「武郷」が原文では「郷」となっている。

原文引用ではなく.「武郷」が原文では「郷」となっているが 文意は正しい。

現行魏収「魏書」に該当する文力零在しない。

文海本・標点本では割注で,「書」字がない。現行魏収 「魏害」に該当する文が存在しないが,「太平御覧」巻一五六・巻一六一所引「後魏書」にある。

現行魏収「魏書」に該当する文が存在しない。

現行魏収r魏書」に該当する文が存在しないΩ

原文引用ではないが,文意は共通していると思われる。

原文引用ではないが,文意は共通していると思われる。

省略・加筆や文字の異同が激しい。標点411-2頁 参照。

文字の異同や省略があるが.ほぼ原文通り。

文字の異同があるが.ほぼ原文通り。

原文通り。

文字の異同があるがほぼ原文通り。

「北秋」が「魏書」原文では「旬奴」とあるが,後はほぼ原文通り。

省略や文字の異同があるが.ほぼ原文通り。

省略がある以外は原文とほぼ同じ。

省略がある以外は,原文とほぼ同じ。

省略がある以外は.原文とほぼ同じ。

省略がある以外は.原文とほぼ同じ。

原文引用ではなく.文字の異同もあるが,文意は正しい。

49と同文。

文字の異同や文の省略があるがほぼ原文通り。
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〔表3参 考〕
一 49 河東道遼州遼山縣 「後魏風土記」 無 924 12a 10a

二 45 河東道澱州長子縣 「後魏風土記」 無 940 7a 馳

三 46 河東道蒲州龍門縣 r魏土地志」(「魏風土記」) 無 961-2 16a 13b

四 46 河東道蒲州龍門縣 「魏土地記」(「魏風土記」) 無 962 166 14a

五 70 河北道平州盧龍縣 「後魏輿地風土記」 無 1415 116 10a

六 71 河北道婚州懐戎縣 r後魏輿地圖風土記」 無 1429 3b 3b-4a

七 71 河北道膏州柳城縣 「魏氏風土記」 無 1434 9b 9a

八 71 河北道菅州柳城縣 「後魏輿地圓風土記」 無 1934 9b 9a

九 71 河北道誉州柳城縣 「後魏輿地圃記」 無 1434 10a 9b

m 81 劔南西遣静州静居縣 「後魏書j帝紀 無 ? 18a 15a-b

一 一 81 劔南西道静州静居縣 又邸至傳云～ 無 ～ 18a 15b

一二 86 剣南東道聞州 r地形志1 ? 1712 6a Sa

一三 193 四夷・北狭・拓抜氏 r後魏史」 魏収r魏書」巻一・序紀・1頁 3694 4a 5a-b



『太平簑宇記』所引王沈 『魏書』について(205)

魏収r魏 書」にはない。

魏収「魏書」にはない。

魏収「魏書」にはない。

魏収「魏書1に はない。

魏収「魏劃 にはない。

魏収「魏普」にはない。

魏収「魏香」にはない。

魏収「魏書」にはない。

魏収「魏書」にはない。

現行魏収「魏書」に存在しない。

現行魏収r魏 書」に存在しない。

どの地形志かは不明。

文字の異同や文の省略があるが内容はほぼ原文通り。
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